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購読お申し込み・配達お問い合わせ

0120-468-012
紙面・記事へのご意見

050-5833-9040
平日１０～１8 時、土日祝休み

6～20 時、日・祝日 6～ 17 時
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所
得
倍
増
計
画
の
次
は
日
本
列

島
改
造
。
戦
後
も
り
立
て
た
恩
師

に
学
ぶ
知
恵
と
は
い
え
、
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
ー
欠
く
令
和
の
宰
相
。

◇

責
任
感
の
欠
如
甚
だ
し
く
。
正

念
場
の
受
験
生
に
張
り
紙
一
枚
で

廃
校
告
げ
る
経
営
者
の
無
感
覚
。

◇

「
石
油
王
」
傘
下
の
あ
の
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
グ
ル
ー
プ
買
収
劇
が

脳
裏
を
よ
ぎ
っ
た
か
。「
鉄
鋼
王
」

買
収
阻
止
に
動
い
た
米
大
統
領
。

◇

「
絶
対
王
者
が
米
国
の
自
意
識
」

と
元
外
交
官
。
相
手
が
日
本
だ
ろ

う
が
、
そ
の
地
位
死
守
せ
ん
と
自

由
経
済
に
臆
面
も
無
く
介
入
し
。

◇

ま
た
一
人
さ
よ
な
ら
で
揺
ら
ぐ

Ｇ
７
。
二
つ
の
権
力
が
衝
突
し
迷

走
す
る
韓
国
。
民
主
国
家
の
今
。

胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝

｢地べた｣から社会変革を

美食地質学九州の麦文化

―――――――――

―――――――――

あすも晴れる所が多い

が、関東北部は寒気や気

圧の谷の影響で雪の降る

所がある。
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「
ニ
ュ
ー
ス
つ
く
ば
」（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）、

「
ニ
ュ
ー
ス
『
奈
良
の
声
』
」
（
奈
良
県
大
和

郡
山
市
）、「
ウ
オ
ッ
チ
ド
ッ
グ
」（
大
津
市
）
。

今
、
屋
久
島
ポ
ス
ト
の
よ
う
な
権
力
監
視
型
の

市
民
メ
デ
ィ
ア
が
各
地
で
生
ま
れ
、
「
ハ
イ
パ

ー
ロ
ー
カ
ル
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
動
き
に
つ
い
て
、
小
川
明
子
・
立

命
館
大
映
像
学
部
教
授（
メ
デ
ィ
ア
論
）は
「
監

視
カ
メ
ラ
が
あ
る
の
と
同
様
に
、
た
と
え
規
模

は
小
さ
く
て
も『
メ
デ
ィ
ア
が
監
視
し
て
い
る
』

と
い
う
状
況
が
、
権
力
を
持
つ
個
人
や
行
政
の

姿
勢
を
た
だ
す
効
果
を
持
つ
」
と
し
、
そ
の
役

割
を
高
く
評
価
す
る
。
さ
ら
に
「
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
が
地
方
か
ら
撤
退
す
る
動
き
が
あ
る
中
で
、

地
域
の
問
題
を
調
査
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活

動
を
ど
う
確
保
す
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

屋
久
島
ポ
ス
ト
の
事
例
な
ど
を
モ
デ
ル
化
し
、

各
地
に
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
語
る
。

た
だ
、
現
実
的
に
は
課
題
も
多
い
。
屋
久
島

ポ
ス
ト
で
は
、
情
報
公
開
請
求
の
手
数
料
な
ど

経
費
の
多
く
が
自
己
負
担
だ
。
屋
久
島
町
は
人

口
約
１
万
１
０
０
０
人
。
狭
い
社
会
ゆ
え
、
風

当
た
り
も
強
い
。
「
島
か
ら
出
て
い
け
」
。
武

田
さ
ん
を
名
指
し
で
誹
謗
中
傷
す
る
ビ
ラ
を
全

戸
配
布
さ
れ
た
経
験
も
あ
る
と
い
う
。

そ
れ
で
も
活
動
を
続
け
る
の
は
な
ぜ
か
。「
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
は
捜
査
当
局
が
動
か
な
い
と
な
か

な
か
記
事
化
し
な
い
し
、
大
き
な
見
出
し
が
立

ち
そ
う
に
な
い
と
取
材
し
な
い
。
私
も
所
属
し

て
い
た
の
で
理
解
で
き
る
部
分
も
あ
る
。た
だ
、

見
出
し
が
立
た
な
く
て
も
、
住
民
に
と
っ
て
大

切
な
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
武
田
さ
ん
。

近
年
、
自
然
豊
か
な
屋
久
島
に
は
移
住
者
、

観
光
客
も
多
い
。
島
は
旧
住
民
だ
け
の
も
の
で

は
な
い
。
「
昔
か
ら
続
い
て
き
た
こ
と
で
も
お

か
し
い
こ
と
は
指
摘
す
る
。
活
動
を
始
め
た
以

上
、
な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
」
。
小
さ
な
島

で
「
波
風
」
を
立
て
続
け
る
屋
久
島
ポ
ス
ト
。

そ
の
気
概
に
学
び
た
い
。

【
鵜
塚
健
】

小さなまちに 立てる「波風」

ハイパーローカル・ジャーナリズム権力監視型各地に誕生

調
査
報
道
に
特
化
し
た「
屋
久
島
ポ
ス
ト
」

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
。
課
題
ご
と
に
記
事
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る

屋
久
島
町
役
場
‖
い
ず

れ
も
屋
久
島
ポ
ス
ト
提
供

取
材
の
成
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
「
屋
久

島
ポ
ス
ト
」
共
同
代
表
の
武
田
剛
さ
ん
（
右

端
）
‖
大
阪
府
茨
木
市
で
２
０
２
４
年

月

日
、
鵜
塚
健
撮
影

信
頼
で
き
る
の
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ネ
ッ
ト

交
流
サ
ー
ビ
ス
)
か

そ
れ
と
も
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
か
。
斎
藤
元
彦
知
事
が
再
選
を

果
た
し
た
兵
庫
県
知
事
選
（
２
０
２
４

年

月

日
投
開
票
）を
き
っ
か
け
に
、

そ
ん
な
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
多
く

の
有
権
者
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報
を
投
票
の

参
考
に
し
た
と
さ
れ
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

は
薄
れ
る
存
在
感
を
ど
う
立
て
直
す
の

か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
大
事
な

の
は
メ
デ
ィ
ア
の
規
模
や
ツ
ー
ル
の
違

い
で
は
な
い
。
発
信
の
中
身
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
大
切
な
こ
と
を
離
島
の
小
さ

な
メ
デ
ィ
ア
が
教
え
て
く
れ
る
。
世
界

自
然
遺
産
の
島
・
屋
久
島
（
鹿
児
島
県

屋
久
島
町
）
の
市
民
メ
デ
ィ
ア
「
屋
久

島
ポ
ス
ト
」
だ
。
メ
ン
バ
ー
は
６
人
の

「
島
民
記
者
」
で
、
い
ず
れ
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
。
驚
く
の
は
、
調

査
報
道
に
よ
る
ス
ク
ー
プ
を
連
発
し
、

町
役
場
や
町
議
会
、
そ
し
て
国
も
動
か

す
記
事
を
出
し
続
け
て
い
る
こ
と
だ
。

「
最
初
は
、
自
然
豊
か
な
島
で
の
ん

び
り
過
ご
す
は
ず
だ
っ
た
ん
で
す
」
。

苦
笑
い
す
る
の
は

年
に
東
京
か
ら
家

族
で
移
住
し
た
共
同
代
表
の
武
田
剛
さ

ん
(

)
だ
。元
朝
日
新
聞
の
写
真
記
者
。

南
極
観
測
隊
に
同
行
し
た
ほ
か
、
イ
ラ

ク
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
の
紛
争
地

で
取
材
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
後
、
本

社
で
内
勤
業
務
が
増
え
た
こ
と
な
ど
に

飽
き
足
ら
な
く
な
り
、
退
職
と
移
住
を

決
め
た
。

島
に
移
っ
た
当
初
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

と
し
て
自
然
環
境
問
題
を
中
心
に
し
た

取
材
を
し
て
い
た
が
、
や
が
て
さ
ま
ざ

ま
な
う
わ
さ
や
情
報
が
入
っ
て
く
る
。

「
町
長
が
出
張
に
行
く
際
、
航
空
券
を

毎
回
払
い
戻
し
、
高
齢
者
割
引
で
買
い

直
し
て
い
る
。
差
額
を
着
服
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」。放
っ
て
は
お
け
ず
、

目
撃
者
を
探
し
、
証
拠
と
な
る
文
書
も

入
手
し
て
裏
付
け
を
取
っ
た
。

や
が
て
鹿
児
島
の
地
方
紙
・
南
日
本

新
聞
な
ど
地
元
メ
デ
ィ
ア
も
追
及
に
加

わ
り
、
当
初
は
疑
惑
を
否
定
し
て
い
た

町
長
が
謝
罪
に
追
い
込
ま
れ
た
。

武
田
さ
ん
ら
は
町
の
公
文
書
を
公
開

請
求
し
、
さ
ら
に
精
査
す
る
と
、
元
副

町
長
ら
に
よ
る
旅
費
の
不
正
請
求
疑
惑

が
次
々
に
浮
か
び
上
が
っ
た
。
た
だ
、

海
を
隔
て
た
鹿
児
島
市
の
新
聞
社
や
テ

レ
ビ
の
記
者
は
次
第
に
関
心
を
失
い
、

島
に
来
な
く
な
っ
た
。

「
こ
れ
か
ら
が
大
事
な
局
面
な
の

に
」
。
武
田
さ
ん
が
そ
ん
な
も
ど
か
し

さ
を
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、
住
民
団
体

か
ら
相
談
を
受
け
た
。
「
鹿
児
島
の
メ

デ
ィ
ア
が
動
か
な
い
な
ら
、
自
分
た
ち

で
メ
デ
ィ
ア
を
作
り
ま
し
ょ
う
」
。

年

月

メ
ン
バ
ー
６
人
で
｢
屋
久
島
ポ

ス
ト
」
を
開
設
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
記

事
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
決
め
た
。

旅
費
不
正
問
題
の
追
及
を
続
け
る
と

と
も
に
、
新
た
な
問
題
に
着
手
。
町
の

水
道
工
事
を
巡
っ
て
、
町
が
工
事
完
了

の
時
期
を
偽
っ
て
補
助
金
を
不
正
請
求

し
て
い
た
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
屋
久

島
ポ
ス
ト
の
報
道
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
国
は
町
に
対
し
て
約
１
５
０
０
万

円
の
補
助
金
返
還
を
命
じ
た
。他
に
も
、

町
長
交
際
費
を
使
っ
て
国
会
議
員
に
大

量
の
焼
酎
を
贈
っ
て
い
た
問
題
や
、
環

境
保
全
名
目
で
集
め
た
ふ
る
さ
と
納
税

の
資
金
を
目
的
外
に
使
っ
て
い
た
疑
惑

な
ど
を
記
事
化
し
た
。
い
ず
れ
も
町
側

が
対
応
を
迫
ら
れ
、
住
民
か
ら
の
町
長

リ
コ
ー
ル
（
解
職
請
求
）
運
動
も
２
度

起
き
た
（
い
ず
れ
も
不
成
立
）
。

数
々
の
成
果
か
ら

年
６
月
、
屋
久

島
ポ
ス
ト
は
、
地
域
に
根
差
し
た
報
道

に
贈
ら
れ
る
「
地
域
・
民
衆
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
賞
」
を
受
賞
し
た
。

月
に
大

阪
府
茨
木
市
で
あ
っ
た
「
市
民
メ
デ
ィ

ア
全
国
交
流
集
会
」
で
は
、
武
田
さ
ん

が
活
動
に
つ
い
て
詳
細
に
報
告
し
た
。

島
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
記
者
６
人

屋
久
島
ポ
ス
ト

パズル制作／ニコリ

第5005回・初級

ルールと答えは２面

池井戸潤さんと社会人野球

仕事始め退職代行依頼急増
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⬇

トルドー・カナダ首相辞意

カナダのジャスティン・トル

ドー首相( )‖写真・ＡＰ‖が

６日、与党・自由党の党首を辞

任し、首相を退くと発表した。

年内に総選挙が迫る中で支持率

が低迷し、党内からも辞任を求

める声が公然と上がっていた。新党首が決まるま

で首相にとどまる。９年超の在任期間は現職の主

要７カ国（Ｇ７）首脳で最も長い。

カナダは 月までに総選挙を実施する。物価上

昇（インフレ）、移民の増加に伴う住宅危機、長

期政権に対する有権者の「飽き」などを背景に、

政権交代の機運が高まっている。トルドー氏は６

日の記者会見で「党内抗争を繰り広げなければな

らないのであれば、私は次の選挙に向けて最良の

選択肢ではない」と述べた。 【ニューヨーク】
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⬇

日米外相、同盟強化確認へ

岩屋毅外相は７日、来日したブリンケン米国務

長官と東京都内で会談した。トランプ次期大統領

が 日に就任するのを前に、日米同盟強化に向け

た連携を改めて確認。北朝鮮による核・ミサイル

開発や日本人拉致問題､東・南シナ海で威圧的行動

を強める中国への対応を巡り協議する見通しだ。

両外相の対面会談は昨年 月にペルーで実施し

て以来。ブリンケン氏は、国務長官として最後の

来日とみられ、岩屋氏に続いて石破茂首相とも会

談する。日本に先立ち韓国も訪問した。

⬇

秋葉安保局長退任へ後任岡野氏

政府は外交・安全保障政策の総合調整を担う秋

葉剛男国家安全保障局長( )を交代させる調整に

入った。閣議で近く正式決定する。後任には岡野

正敬外務事務次官( )を起用する方向だ。政府関

係者が７日明らかにした。

秋葉氏は外務省出身。３年５カ月にわたって外

務次官を務めた後、2021年７月に警察庁出身の北

村滋氏の後任として第３代の国家安保局長に就

任。菅義偉、岸田文雄、石破茂の３政権の外交を

支え、外交・防衛政策の基本方針「国家安全保障

戦略」など安保関連３文書の改定を主導した。

⬇

バイデン氏を提訴日鉄「買収諦めず」

日本製鉄の橋本英二会長兼最高経営責任者（Ｃ

ＥＯ）が７日、東京都内の本社で記者会見を開い

た。バイデン米大統領が、米鉄鋼大手ＵＳスチー

ルの買収計画の中止命令を出したことを受け、橋

本氏は「（ＵＳスチールの買収は）アメリカの国

家安全保障の強化に資する。諦める理由も必要も

ない。バイデン大統領の違法な政治介入で審査が

適正にされず（命令は）到底受け入れられない」

と話し、徹底抗戦する考えを明らかにした。

また橋本氏は「これ以上に有効な案はない。少

々のことで揺るがない」とも述べ、従来の計画を

実現させる考えを強調した。

日鉄とＵＳスチールは６日、バイデン大統領ら

を相手取り、買収計画の中止命令の無効を求める

訴訟など２件の訴訟を提起。バイデン氏と命令に

先立つ審査を担った対米外国投資委員会（ＣＦＩ

ＵＳ）による違法な政治介入があったなどとして

異議を申し立てたと発表していた。
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